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平成 30年６月期第２四半期連結累計期間の業績予想と実績との差異 

に関するお知らせ 

  

当社は、平成 29年８月９日に公表しました平成 30年６月期第２四半期連結累計期間の業績予想と

実績値に差異が生じましたので、お知らせします。 

  

記 

 

１．平成 30年６月期第２四半期連結累計期間の業績予想と実績値の差異 

（平成 29年７月１日～平成 29年 12月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に
帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 
四半期純利

益 
 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 53,789 469 471 308 54.99 

今回実績（Ｂ） 54,563 704 706 595 106.06 

増減額（Ｂ－Ａ） 773 235 234 286  

増減率（％） 1.4 50.3 49.7 92.8  

（ご参考）前期第２四半期実績 
（平成 29年６月期第２四半期） 

53,184 571 590 377 67.29 

差異の理由 

 医療器材事業では仕入改善が進み、連結売上総利益率が予想を 0.1 ポイント上回りました。また、

上半期に予定していた事務所の改修並びに、輸入販売事業の研究開発費が下半期にずれ込んだことに

加えて、前期計上した貸倒引当金の戻入れを行ったため、販売費及び一般管理費も予想を下回る結果

となりました。そのほかに、繰延税金資産の回収可能性を見直した結果、法人税等が減少しました。 

 

平成 30年６月期通期連結業績予想 

４月に予定されている償還価格改定の影響が見通しにくいこと、また、前述の販売費及び一般管理

費のずれ込みが下半期で解消されることなどから、通期の連結業績見込みについて現時点では変更あ

りません。 

 

 上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実

際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

以 上 




